２月２７日（日）１０時～　ACW2総会　　分科会のご案内　

第１分科会　セクハラ分科会
　職場の性暴力犯罪セクシュアル・ハラスメント。セクハラはまぎれもない労働災害であるにもかかわらず、申請すら拒まれ、認定されにくい状況が続いてきました。北海道の原告Ｓさんが闘ってきた「セクハラ労災不支給処分取り消し訴訟」の勝利的解決は大きな朗報であり、セクハラ労災判断基準みなおしの検討作業につながっています。原告をかこむ分科会にぜひご参加ください。
第２分科会　派遣労働　

労働者派遣法が成立したのは、均等法と同じ25年前。1999年の改悪で専門職種以外の派遣が認められてから、事務職派遣の激増で、事務職正社員のポストが激減しました。法令遵守で、派遣契約3年できっちり無期契約直雇用にしていれば増えないはず。それなのに、会社の犯した法違反の被害者である派遣労働者が自ら、司法の場にしか救済を求められない現実は、あまりに過酷です。国会で店晒しになったままの派遣法改正案は、専門26業務を登録型原則禁止の例外とされ、また事務職派遣が置き去りにされたままです。このままじゃ、憤死しちゃいそう！という派遣で働いた経験のあるみなさんの参加をお待ちしています。
第３分科会　パート労働

日本で最大の非正規雇用はパートと呼ばれている人たちで８００万人います。

その７０％が女性です。使用者にとってパート労働が安上がりで使い勝手の良い基幹的労働力として雇用され、卸小売業や、サービス業、福祉など、至る所でパートタイムが責任ある仕事を担っているにもかかわらず時給が最低賃金並で上がっていないのが現状です。
３年前改正されたパート労働法によって均衡処遇されたのは、わずかに０．１％また、パート法改正に向けて厚生労働省で議論が始まりました。当事者の声を法改正に生かせるように、皆さんと一緒に考えて意見を上げていきましょう。
第４分科会　若い世代の働き方　

若い世代、とりわけ女性たちはアルバイトやハケンなどの不安定で低賃金な雇用にしかありつけません。結婚してもしなくても、子どもがいてもいなくても、労働市場のおけるカーストは低位のまま、市場や経営者の都合のいいように使われ続けています。
ワークライフバランスなんて夢のまた夢。キャリアアップなんて縁遠い世界。
第4分科会は、30代のわたしたちが企画します。
まずは、仕事のことや悩み、不安を共有して、私たちが望む「はたらきかた」や社会のありようについてのビジョンを模索しませんか。労働の法制度なども学びつつ、ワイワイお話しする会を予定しています。
第５分科会：「介護」という仕事

女性が担い/担わされつづけてきた「介護」という営みを社会的にきちんと位置づけるはずだった「介護保険」が始まって１０年。しかしながら介護労働は相変わらず低賃金・重労働・人手不足の現状です。

無縁社会という言葉が出回っていますが、これは家族介護（母・妻・娘・嫁の仕事）を基本として、本気で介護を社会的責務として考えてこなかったツケが回ってきたと考えるべきでしょう。介護労働＝女性労働＝低賃金でよし、という現状をどう改善していくか！？どこが問題なのか！？どこから手をつけるべきなのか！？話しあっていきましょう。

第６分科会　メンタルヘルスケアの相談を受ける側
セクハラやパワハラなど様々な職場のストレスで女性労働者がメンタルヘルスの問題を抱えるのは当たり前のことだと思います。ホットラインで相談を受けるにあたっても、メンタルヘルスの問題を抱えた方への支援の仕方について考えていく必要があります。相談を受ける側の悩みなども持ち寄って一緒に考えませんか。
第７分科会　同一価値労働同一賃金
同一価値労働同一賃金原則は、男女賃金差別の是正だけではなく、非正規と正規の均等待遇を実現するために今注目されている課題です。内閣府も、厚生労働省も均等待遇のツールとして積極的に取り入れようとしています。「やってみよう！職務評価」のワークショップで体験し、ペイ・エクイティ運動を共有しましょう。分科会

　第８分科会 事実上の男女平等を・ポジテイブアクション
　　　　　　　　　　　　　　　
一昨年、国連の女性差別撤廃委員会は「国会議員、大学、職場で女性の登用が少ない」と実施スケジュールの提出を政府に要請しました。

これを受けWWNは、働く女性１００人のインタビューと企業訪問を開始。

その結果を今夏、国連へNGOレポートとして提出。分科会では、仕事の内容や処遇の問題を話し合います。
第９分科会　自営業・業務委託

　情報通信ツールの普及にともない、フレキシブルな在宅での仕事への関心が高まる中、一方的な契約切りや報酬額、納期契約をめぐるトラブルが多発。

　付加価値が低減し市場ニーズが縮小傾向なため請負、自営業を取り巻く環境は常に不安定で労基法外の無法地帯です。

　在宅オペレータ、ライター、データ入力、画像作成、テープ起こし、アニメーター、カメラマンなど様々な安価な請け負い業をしている女性たちが集まり愚痴を言い合います。これを出会いとしてきっと明日を夢見るビジョンもつくれるはず。みんなあつまれ！

第１０分科会：働き続けられる『就労支援』を考える

現在、雇用保険を受給できない人（非正規労働者、長期失業者など）等に対するセーフティネット機能として、新規成長や雇用吸収の見込める分野（医療、介護・福祉等）やITスキル等の習得が行われています。しかし、これらの訓練が就職し、「働き続ける」ために十分な機能をはたしているのか、ハローワークの現場で働いている者の一人として、大きな疑問が膨らんでいます。　

これらの職業訓練、生活支援は恒久化される予定ですが、現状のままでは、税金の無駄遣いになるのではないかという危機感を持っています。

私たち働く者に本当に役に立つ「就職支援」について、一人ひとりの職場での経験を通して一緒に考えましょう！！

